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１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 2,668 － 33 － 36 － 26 －

29年３月期第１四半期 2,223 67.1 △55 － △54 － △54 －
(注) 包括利益 30年３月期第１四半期 25百万円( －％) 29年３月期第１四半期 △68百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 4.88 4.77

29年３月期第１四半期 △11.09 －

(注)１ 当社は、平成29年３月期より決算期を１月期から３月期に変更いたしましたので、前期と当期で第１四半期の
対象期間が異なっております。（平成29年３月期第１四半期は、平成28年２月1日から平成28年４月30日まで。
平成30年３月期第１四半期は平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）そのため、平成30年３月期第１四
半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２ 平成29年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、
１株当たり四半期純損失金額であるため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 4,803 3,032 62.3

29年３月期 4,920 3,002 60.2
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 2,992百万円 29年３月期 2,961百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

30年３月期 －

30年３月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,500 － 200 － 200 － 125 － 22.63
(注)１ 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２ 前連結会計年度（平成29年３月期）は決算期変更の経過期間であるため、平成30年３月期と対象期間が異なっ
ております。そのため、対前期増減率は記載しておりません。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 5,529,600株 29年３月期 5,522,600株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 55株 29年３月期 30株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 5,528,704株 29年３月期１Ｑ 4,954,600株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「（３）連結業績
予想などの将来予測に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

当社は、平成29年３月期より決算期を１月期から３月期に変更いたしましたので、前期と当期で第１四半期の対象

期間が異なっております。（平成29年３月期第１四半期は、平成28年２月1日から平成28年４月30日まで。平成30年３

月期第１四半期は平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）そのため、対前年同期増減率は記載しておりません。

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益の改善を背景に、雇用情勢や個人所得環境に改善が見

られ、緩やかな回復基調が続いております。一方で、欧州、中近東及び東アジア地域等での情勢不安に起因する地政

学リスクの高まりを受けて、世界経済全体としては不透明な状況が継続しております。

電子書籍を取り巻く事業環境は依然として競合各社による激しい競争が続いているものの、電子書籍で読めるライ

ンナップが順調に拡大していることに加え、消費者における電子書籍カテゴリーの認知が広がっております。平成28

年の電子出版市場は前年比27.1％増の1,909億円、当社が主力と位置付ける電子コミックの推定販売額は同27.1％増の

1,460億円となるなど、引き続き堅調な成長を続けています（出所：公益社団法人全国出版協会・出版科学研究所「出

版月報」2017年１月号）。

当社グループは、このような事業環境のもと、平成28年６月に資本業務提携したヤフー株式会社との事業連携を進

めると共に、当第１四半期連結累計期間も、中長期の事業計画の達成にむけた既存会員向けの販促活動、事業基盤整

備のための開発投資、組織及び人材への積極的な投資を推進してまいりました。

以上の取り組みを行った結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高2,668,580千円、営業利益

33,155千円、経常利益36,415千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は26,997千円となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①電子書籍事業

a.電子書籍配信

当第１四半期連結累計期間は、各ジャンルの提供冊数が増加し、平成29年６月末時点で589,170冊（内訳：男性マ

ンガ95,560冊、女性マンガ113,760冊、総合図書337,380冊、その他42,470冊）となりました。

当第１四半期連結累計期間は、「今週の無料の本」コーナーを全面リニューアルし、当社でしか読めないマンガ

も含め常時2,200冊以上をラインナップとして提供する「最強無料まんが」コーナーを開始し、既存会員、新規会員

を問わず、当社サービスを手軽に使っていただく環境の整備に力を入れました。また、新規会員の獲得にあたって

は、著名作品を期間限定で全巻無料読み放題とする企画や、eBook図書券を利用した各種キャンペーン、パートナー

サイトへの拡販等を行いました。

以上の結果から、当第１四半期連結累計期間の売上高は、1,468,317千円となりました。

b.電子書籍提供

平成29年４月より、ヤフー株式会社の運営する「Yahoo!ブックストア」の店舗運営業務の受託を開始すると共に、

会員基盤を多く有するパートナーへの電子書籍の提供やキャンペーンにより、当第１四半期連結累計期間の売上高

は、221,234千円となりました。

②クロスメディア事業

紙書籍のネット販売事業において、当社のオンライン書店(紙書籍・DVDを販売)が、「Yahoo!ショッピング（本、

雑誌、コミック部門）」にて、平成29年５月度の月間ベストストア１位・２位を独占するなど売上高を大きく伸長

させる一方で、平成29年3月に連結子会社３社を売却した影響などを受け、当第１四半期連結累計期間の売上高は、

979,027千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、4,803,257千円（前連結会計年度末比117,033千円減）となりま

した。

総資産の内訳は、流動資産が3,727,253千円（同118,950千円減）、固定資産が1,076,003千円（同1,916千円増）

であります。流動資産減少の主たる要因は、現金及び預金が129,461千円、流動資産その他が46,126千円減少したこ

とによるものです。固定資産増加の主たる要因は、基幹システムの追加開発等によりソフトウエアが23,118千円増

加したことによるものです。

（負債の部）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、1,770,560千円（同146,846千円減）となりました。主たる要

因は、買掛金が107,745千円、流動負債その他が73,577千円減少したことによるものです。

（純資産の部）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、3,032,696千円（同29,812千円増）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期（平成29年４月１日～平成30年３月31日）通期の業績予想につきましては、平成29年４月24日に

公表いたしました連結業績予想の現時点での修正はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,690,905 2,561,443

受取手形及び売掛金 979,112 1,040,596

商品 776 863

仕掛品 2,885 4,082

貯蔵品 73 39

繰延税金資産 62,426 56,290

その他 110,168 64,042

貸倒引当金 △144 △103

流動資産合計 3,846,203 3,727,253

固定資産

有形固定資産 131,697 129,350

無形固定資産

ソフトウエア 588,421 611,539

のれん 150,771 138,868

その他 8,473 2,494

無形固定資産合計 747,665 752,902

投資その他の資産

繰延税金資産 66,202 66,685

その他 128,520 127,065

投資その他の資産合計 194,723 193,750

固定資産合計 1,074,086 1,076,003

資産合計 4,920,290 4,803,257
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,203,536 1,095,791

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

未払法人税等 2,965 11,352

賞与引当金 － 27,842

ポイント引当金 109,148 137,350

その他 340,389 266,811

流動負債合計 1,716,039 1,599,149

固定負債

長期借入金 180,000 150,000

資産除去債務 21,367 21,411

固定負債合計 201,367 171,411

負債合計 1,917,407 1,770,560

純資産の部

株主資本

資本金 845,904 848,004

資本剰余金 1,132,648 1,134,748

利益剰余金 986,460 1,013,458

自己株式 △37 △68

株主資本合計 2,964,975 2,996,141

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 242 242

為替換算調整勘定 △3,584 △3,956

その他の包括利益累計額合計 △3,342 △3,714

新株予約権 32,966 32,966

非支配株主持分 8,283 7,302

純資産合計 3,002,883 3,032,696

負債純資産合計 4,920,290 4,803,257
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年２月１日
　至 平成28年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 2,223,125 2,668,580

売上原価 1,447,474 1,708,321

売上総利益 775,651 960,258

販売費及び一般管理費 831,641 927,102

営業利益又は営業損失（△） △55,989 33,155

営業外収益

受取利息 653 13

為替差益 1,764 656

業務受託手数料 － 1,275

投資事業組合運用益 － 1,567

その他 63 69

営業外収益合計 2,481 3,581

営業外費用

支払利息 865 301

その他 － 21

営業外費用合計 865 322

経常利益又は経常損失（△） △54,374 36,415

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△54,374 36,415

法人税、住民税及び事業税 4,433 4,453

法人税等調整額 7,399 5,654

法人税等合計 11,833 10,107

四半期純利益又は四半期純損失（△） △66,207 26,307

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △11,280 △689

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△54,926 26,997
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年２月１日
　至 平成28年４月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △66,207 26,307

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16 －

為替換算調整勘定 △2,089 △664

その他の包括利益合計 △2,072 △664

四半期包括利益 △68,280 25,643

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △56,049 26,625

非支配株主に係る四半期包括利益 △12,230 △981
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。
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